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6　月

27日19：00

信行会（唱題行）

t二二更翠

21日8：00～15：00

22日8：00～12：00

妙見菖大祭
27日19：00

信行会（唱題行）
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1日11：00

大施餓鬼会法要

10日13：00

孟蘭盆会法要
27日19：00

信行会（唱題行）

両
親
閣
妙
蓮
寺
住
職
・

上
村
貞
雄
僧
正
の
元
、

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
は
、
渡

遽
宗
務
総
長
ご
名
代
、

塩
崎
望
巳
総
務
局
長
、

地
元
大
本
山
誕
生
寺
・

石
川
日
命
祝
下
ご
名
代

橋
本
執
事
長
、
本
山
妙

覚
寺
・
堀
水
日
行
祝
下
、

本
山
鏡
忍
寺
・
原
日
透

視
下
、
日
本
山
妙
法
寺

の
各
師
で
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
地
元

安
房
東
部
組
寺
院
の
教

立
教
開
幕
会

四
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日

二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、

第
七
百
六
十
回
立
教
開
宗
慶
讃

音
楽
大
法
要
が
、
当
山
住
職
日

蓮
宗
管
長
・
内
野
日
給
祝
下
大

導
師
に
、
副
導
師
に
は
二
宮
別

昔
、
並
び
に
地
元
宗
務
所
長
、

師
檀
信
徒
の
参
列
も
あ
り
、
総

参
列
者
数
は
例
年
よ
り
多
い
二

百
五
十
名
程
に
な
り
ま
し
た
。

法
要
は
、
有
志
に
よ
る
和
語

奉
納
か
ら
始
ま
り
荘
厳
な
音
楽

法
要
で
あ
り
ま
し
た
。

法
要
後
に
は
、
井
上
規
子
様

の
永
代
大
本
願
人
並
び
に
伊
藤

郁
様
の
本
願
人
の
証
書
授
与
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
左
）
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みすよき

お
二
人
の
表
彰
者
に
は
、
式

典
の
終
了
後
、
祖
師
堂
に
於
い

て
、
二
宮
別
昔
と
記
念
の
写
真

を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

↑
（
伊
藤
　
郁
様
）

↓
（
井
上
規
子
様
）

尚
、
当
日
出
席
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
永
代
大
本
願
人
に
中

野
基
子
株
、
本
願
人
に
若
月
輝

男
様
が
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
早
朝
の
　
「
暁
天
法

要
」
は
、
旭
が
森
ま
で
唱
題
行

脚
を
し
、
到
着
さ
れ
る
と
日
蓮

大
聖
人
銅
像
に
仰
拝
し
、
塩
崎

総
務
局
長
を
導
師
に
行
わ
れ
ま

した。あ
い
に
く
の
濃
霧
で
御
来
光

は
拝
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
間

違
い
な
く
太
陽
は
昇
っ
て
い
る

こ
と
を
心
の
目
で
思
い
な
が

ら
、
参
列
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
一

生
懸
命
お
題
目
を
唱
え
て
お
り

ま
し
た
。

j
J

夜
の
七
時
に
は
、
求
道
同
願

会
副
会
長
・
桐
谷
僧
正
を
導
師

に
お
迎
え
し
、
恒
例
の
報
恩
唱

題
行
を
参
寵
の
皆
様
や
近
隣
の

檀
信
徒
と
共
に
行
じ
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
に
千
葉
県
西

部
宗
務
所
（
土
井
了
真
宗
務
所

長
）
主
催
の
　
「
い
の
り
の
日
」

が
清
澄
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た。

こ
の
日
は
最
高
の
天
候
で
、

西
部
宗
務
所
管
内
教
師
・
檀
信

徒
合
わ
せ
て
、
約
三
百
八
十
名

ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者

は
山
の
中
腹
で
バ
ス
の
号
車
ご

と
に
行
列
を
組
み
、
旧
道
を
教

師
の
太
鼓
を
先
導
に
徒
歩
で
御

題
目
を
唱
え
な
が
ら
登
山
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
旭
が
森
に
移
動
し

て
土
井
所
長
を
導
師
に
法
要
を

行
い
、
祖
師
堂
摩
尼
殿
の
参
拝
、

昼
食
前
に
御
題
目
の
写
経
、
昼

食
後
は
信
育
道
場
に
て
信
行
活

動
が
行
わ
れ
、
土
井
所
長
の
挨

拶
、
菅
山
二
宮
別
富
よ
り
歓
迎

の
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

千
葉
教
区
長
で
あ
る
上
村
貞

雄
千
葉
県
南
部
宗
務
所
長
に
よ

る
信
行
法
話
、
そ
の
後
、
山
本

隆
真
千
乗
西
部
宗
務
所
副
長
を

導
師
に
唱
題
行
が
行
わ
れ
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
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企業・他の研修
ご利用相次く
ユーエスイー研修

（USE）

4月23日～24日
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当
山
で
は
毎
年
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
希
心
会
（
飯
島
一

意
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
登
山
修

行
を
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
四
月
七
日
の
瀧
澤
支

部
（
瀧
澤
貞
行
副
会
長
）
を
皮

切
り
に
五
月
二
十
九
日
ま
で
延

べ
約
五
千
八
百
人
の
会
員
の
皆

さ
ん
が
登
山
さ
れ
ま
し
た
。

（
朝
勤
後
の
別
寓
挨
拶
）

な
く
、
す
ぐ
に
信
育
道
場
に
集

合
し
修
行
を
は
じ
め
、
夜
は
遅

く
ま
で
説
法
会
が
あ
り
、
翌
日

は
早
朝
暗
い
う
ち
か
ら
旭
が
森

に
て
修
行
を
致
し
ま
す
。

当
山
の
祖
師
堂
で
の
朝
勤
に

も
参
列
さ
れ
、
二
宮
別
昔
か
ら

親
し
く
御
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
朝
食
を
済
ま
せ
、

休
む
間
も
な
く
下
山
さ
れ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
日
程
で
二
ケ
月

間
全
国
各
地
よ
り
支
部
に
よ
っ

て
は
数
十
人
か
ら
数
百
人
単
位

で
登
山
修
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
経
を
さ
れ
る
社
員
研
修
）

（
雨
天
の
中
、
徒
歩
で
到
着
）

会
員
の
皆
さ
ん
は
御
題
目
が

書
か
れ
た
行
衣
を
身
に
ま
と

い
、
お
昼
過
ぎ
に
山
の
中
腹
か

ら
行
列
を
組
み
、
御
旗
を
先
頭

に
日
蓮
大
聖
人
の
歩
ま
れ
た
旧

道
を
中
心
に
徒
歩
で
御
題
目
を

唱
え
な
が
ら
登
山
、
清
澄
寺
に

到
着
さ
れ
ま
し
た
。

到
着
さ
れ
る
と
休
憩
の
間
も

員
か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

写
経
や
唱
題
行
な
ど
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
お
り
ま

した。最
後
に
感
想
文
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
初
め
て
の

長
時
間
の
正
座
を
経
験
し
辛

か
っ
た
と
言
う
感
想
が
一
番
多

く
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
感
想
も
あ

り
、
大
変
だ
っ
た
が
充
実
し
た

二
日
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

東
京
に
本
社
が
あ
る
株
式
会

社
ユ
ー
・
エ
ス
・
イ
ー
の
新
入

社
員
研
修
が
四
月
二
十
三
日
と

二
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
か
ら
始
ま
っ
た

当
山
で
の
新
入
社
貞
研
修
も
五

回
目
を
迎
え
、
今
年
は
引
率
社

員
を
含
め
て
二
十
七
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
が
両
天
の
た
め
若
干
の

日
程
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、

社
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
山
務

（
行
脚
の
信
行
体
験
）
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よ

き

日
女
道
生
命
の
学
校

五
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

昨
年
に
引
き
続
き
、
日
ま
わ

り
の
会
主
催
に
よ
る
　
「
日
女
道

（
ひ
め
ど
う
）
生
命
（
い
の
ち
）

の
学
校
」
千
葉
ワ
ー
ク
が
五
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

した。人
生
の
喜
び
や
生
き
が
い
、

生
ま
れ
て
き
た
目
的
に
つ
い
て

共
に
学
び
合
い
、
人
と
人
、
自

然
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
の
意
識
や
目
的
を
つ
か
み
、

実
践
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
前
島
ひ
で
子
さ
ん
、
中

村
書
孝
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て

男
女
あ
わ
せ
て
延
べ
約
百
五
十

名
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
、

色
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と

に
和
気
あ
い
あ
い
と
進
め
ら
れ

て
行
き
ま
し
た
。

翌
日
の
朝
勤
も
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
参
列
し
、
導
師
を
勤

め
ら
れ
た
宮
崎
執
事
長
よ
り
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
法
話
が
あ

り
、
感
動
し
て
帰
路
に
つ
か
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
祖
師

堂
に
移
動
し
度
牒
交

付
式
の
予
行
演
習
、

摩
尼
殿
で
は
山
務
貝

に
よ
る
縁
起
説
明
や

お
開
帳
を
受
け
、
夜

に
は
千
葉
県
南
部
布

教
隊
に
よ
る
法
話
が

あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
午
前
四
時

五
十
分
に
起
床
、
布

教
隊
の
先
導
に
よ
り

旭
が
森
に
て
旭
日
邁

拝
の
法
要
を
行
な

い
、
午
前
六
時
よ
り

渡
遽
照
敏
宗
務
総
長

を
大
導
師
に
、
度
牒

平
成
二
十
四
年
度
、
第
一
回

度
牒
交
付
式
が
、
四
月
五
日
か

ら
六
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま

した。二
十
八
名
の
度
牒
生
は
受
付

を
済
ま
せ
る
と
、
宗
務
院
の
指

導
に
よ
り
信
育
道
場
に
て
仏
前

作
法
を
学
び
読
経
テ
ス
ト
を
受

け
ま
し
た
。

交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
に
響
き
渡
る
読
経
や
唱

題
の
後
、
二
十
人
名
の
度
牒
生

一
人
一
人
に
渡
遽
総
長
よ
り
輪

袈
裟
と
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
度

牒
生
代
表
の
発
音
に
よ
り
、
全

員
で
仏
道
修
行
へ
の
遇
進
を
仏

祖
三
宝
に
誓
い
終
了
致
し
ま
し

た。

立
教
開
宗
会
は
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
事
故
も
無
く

無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

日
蓮
大
聖
人
が
こ
の
お
山
の

旭
が
森
で
お
題
目
を
始
唱
し
て

か
ら
、
七
百
六
十
回
目
を
迎
え

た
事
に
な
り
ま
す
。

又
、
こ
の
時
期
に
は
、
毎
年

「
希
心
会
」
　
の
皆
さ
ん
が
ご
登

山
を
さ
れ
、
年
間
を
通
し
て
一

番
賑
や
か
さ
を
増
す
季
節
で
あ

り
ま
す
。
記
事
掲
載
の
写
真
は
ち
ょ
う

ど
雨
天
の
時
の
を
使
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

徒
歩
の
登
山
で
さ
え
大
変
な

の
に
、
雨
の
中
の
ご
登
山
、
本

当
に
頭
の
さ
が
る
思
い
で
一
杯

で
ご
ざ
い
ま
す
。

更
に
は
、
企
業
の
方
や
、
各

種
団
体
の
方
々
の
相
次
ぐ
研
修

に
も
御
利
用
頂
き
有
り
難
く
存

じ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
研
修
利
用
に
対
応

す
る
内
容
も
、
真
剣
に
考
え
て
、

も
っ
と
皆
さ
ん
に
ご
来
山
頂
け

ま
す
よ
う
、
努
力
を
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
心
当
た
り
の
団
体
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
一
報
の

程
、
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。


